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く、コイン収集家でもない筆者が、このような特集を編んでみようという蛮勇と呼ぶほかない想念を持つにいたった端緒は、二〇〇一年の春に遡る。その昔アレキサンダー大王がはるばるギリシアから攻め込んだこ でも名高いカイバル峠を、パキスタン側から旅してアフガニスタンとの国境近く見晴らし台にたどり着いた きのこと。地元の子供たちが近寄ってきて、アフガニスタンの紙幣セットを売りたいという。いくらだ聞いてみたところ一〇〇 ピー






筆者がニューデリーに駐在していたときには、小額通貨を持っていないと落ち着かなかったものだ。なにか買い物をしようとすると、最新のモールに入っているお店においてさえ、細か お金 ないか、と、毎度のよう 聞かれるらである。自然 財布 はいつも小額紙幣がそれ りに入っているように心がけるように った。　
ただ、紙幣がどことなく香辛料




























はささやかなものであるが、ひとつ際立った特徴が ると思う。それは、執筆陣がそれぞれ 国に暮らし、あるいは長く関わった経験があるため それぞれの国 人々とその生活へのいわば暖かいまなざしが底に流 てい ということである。一〇カ国ほどの国々について、それぞれコインから垣間見える開発途上国事情 つい 紹介した本特集を読む 、たとえば、デザインはどのような社会的背景を反映 てい か 鋳造にはどのような困難があ か、インフレとコインがどのような関係があるか、コインは日々どのように扱われているかなど、実感をもって伝わってくるのでは いだろうか。もちろんすべての国々をカバーできているわけではないが、取り上げた事例を通じ 、読者が開発途上国に生きる人々の生活に思いめぐらす契機となれば望外の幸せ
である。（さとう
　
はじめ／アジア経済研究
所
　
南アジア研究グループ）
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